
第 ２ 号

２０１１．６．３０

発行： 長野県姫川砂防事務所（北安曇郡小谷村千国乙10307-1/電話0261-82-3100）

災害に備え真剣に ―防災訓練を実施―

６月６日（月）に白馬村の飯田・飯森地区で土砂災害に対する防災訓練を行いました。

村、県、国の行政機関、大町警察署、消防団、住民、特別養護老人ホーム白
はく

嶺
れい

、介護老人保健施設白馬
しろうま

メディ

アが参加して、犬川から土石流が発生するという想定で、防災体制、避難体制の確認をしました。

住民の皆さんは、避難訓練をしてから、白嶺と白馬メディアでは、車いすの安全な使い方を学び、避難所の農業

体験実習館では土砂災害の恐ろしさを映像で見てもらいました。

現 場 紹 介

雪崩対策工事 里見

白馬コルチナスキー場で雪崩対策工事を実施しています。

写真は 6 月 17 日時点で足場を設置している所です。急傾斜の

ため、安全にはいつも以上に注意してやってもらっています。

11 月には工事が終わり、写真右のような立派な三角フェンスが

できあがります。

とっぴくす

熊のいたずら！？ 伸縮計壊れる ・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・

小谷村長崎の地すべり地区（市場 2 号）において伸縮計を設置しておいたのですが、警報器のサイレ

ンが鳴ったと通報があったため現地へ確認に行きました。現地の状況から警報器が作動したのは土塊が移動した

ためでは無く、伸縮計を支えている木杭が壊れていたためだと判りました。壊れた箇所を良く見ると、黒い毛が

何本も付着しており、歯形？と思われる跡も付いていました。熊以外の動物

とは考え難く恐らく熊の仕業なのでしょう。何故熊は伸縮計を壊したのか？

熊の歯形？

三角フェンス

車いす講習 講習会の様子

避難状況

分かる人は

教えてね!

破損箇所

熊の毛？



お知らせ

落石

所長のつぶやき 白馬大雪渓 残雪多し（６月８日現在）

６月８日に大雪渓の状況を確認すべく、ネブカ平（ビラ）に登ってみました。ネブカ

写真２ 平の赤岩は残雪から頭が少し出ている状態でした。（写真１）赤岩付近の杓子岳側から

はほとんど間を置かずに落石が続いていました。（写真２）赤岩～白馬尻小屋間では、石

が大きいものは直径３ｍ程ありました。（写真３）登山客の方は十分注意を！

写真３ 白馬尻小屋では屋根上２m ほ

ど雪が残っており、建物を掘り

出し中でした。

本当に今年は雪が多いですね！

写真１

・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・＊・・・

～稗田山崩れ百年事業の開催について～

稗田山（ひえだやま）は、今から百年前の明治１４年８月８日に

大崩壊を起こし、小谷村をはじめ糸魚川市まで甚大な被害を及ぼ

しました。

崩壊後、百年を節目とし、悲惨な災害を再認識するとともに、教

訓として後世に継承し、姫川流域の未来を考えるための礎として

「稗田山崩れ百年事業」が下記のとおり行われます。

記

１．稗田山崩れ１００年シンポジウム【参加無料】

日時：８月８日（月）１３：００～１７：００
会場：小谷小学校
内容：基調講演、稗田山記録映像の放映、

地元小学生による発表、パネルディスカッション他

２．現場見学会【参加無料（シンポジウム参加者に限る）

定員１００名】

日時：８月９日（火）９：００～１４：００

見学場所：浦川流域（浦川・稗田山）、下里瀬、来馬河原、

幸田文記念碑、浦川スーパー暗渠堰堤他

※詳しくは、稗田山崩れ100年事業ホームページをご覧下さい。

http://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/hiedayama/

６月１８日(土)～
６月２６日(日)

栂池自然園 水ばしょう

祭りがありました。まだ雪
が多く残っていました。

これからもまだ見頃で
すので、ぜひ見に行ってみ
てください。

今 月 の イ ベ ン ト

６月１日からお世話になってお

ります、「鈴木あづさ」です。

夏も涼しい小谷村へ遊びにきて

ください。

新規職員紹介

小谷村

小谷探検ツアー「雨飾高原と長野県第 1 位

のブナの巨木めぐり」

7 月 23 日・24 日・30 日・31 日、8 月 6 日・

7 日・10 日～16 日の全 13 日間

白馬村

７月１日(金)～８月３１日(水)

白馬Ａｌｐｓ花三昧２０１１

７月・８月の主なイベント

赤岩→


